





















霊 長 類 の 生 殖 と 成 長 ･先 達
ニホンザルの奥行規の先達に関する研究
辻 敬一郎(名大･文)
林部敬吉(静岡大･教養)
原 政敏(名大･文)
松揮哲郎(京大･霊長研)
目的:出生直後から5月齢までの期間のニホン
ザル幼仔を対象として,奥行祝手がかりと考えら
れる要因のうち,迎動視差と刺激密度差の2種を
技作して,それぞれの効果を判定するとともに,
下方向奥行(落差)郡態で喚起される視覚性恐怖
についても測定する｡
方法 :筆者らが考案した視覚的陥穴技法(visu･
alpitfalltechnique)による｡対象はニホンザ
ル4頭(雌雄各2頭)とアカゲザル1頭(堆)で,
テスト時の月齢は個体ごとに若干異なるが,ほほ
1週齢を単位として0-20週齢に及ぶ｡視覚性恐
怖の指班としてはテレメーターで記録された心拍
値を用いる｡
結果 :0週齢ですでに落差部分の回避反応がみ
られるが,全条件についてテストできるのは1週
齢以後である｡この時mの成約には個体差が著し
いが,概して刺激密度差小の条件では回避率が低
い｡その後12週齢頃までは,刺激密度差の大小に
よる回避率の変動はみられなくなる｡そして,16
週齢頃から,刺激密度差に対応した回避牢の上界
が認められる｡
考察 :以上の回避成損から,出生tEi後すでに運
動視差にもとづく奥行祝の検出が可能だと考えて
よい｡このような運動視差要因への依存は12-16
週齢まで続くが,その後は刺激密度要因が奥行祝
に関与しはじめると推測される｡奥行祝に関与す
ろ刺激要因の発道的変化については,今後,網膜
非対応をも控作要因に加えてさらに検討を進めた
い｡
他方,評言割こよる恐怖の喚京については,加齢
に伴う一哉的傾向が認められない｡それは,テス
ト串態全体によって昂進された恐怖のために.落
差に対する特殊的反応の効米が隠蔽されたことに
起因すると考えられる｡今後,両班のIt.i動的変化
の分離をはかることが必要となろう｡
ニホンザル未成熟個体におけるコミュニケー
ションの発達過程に関する行動生物学的研究
木村光仲(名古屋学院大)
京都大学詔長類研究所耶1放飼卯こ飼Tf中のニ
ホンザルl群を対象として.ニホンザルの成長に
ともなう社会的行動の発達過程を主としてコミュ
ニケーションを中心に観察することにより,未成
熟個体の社会的諸行動の発現噸序,相手個体,罪
達段階およびより完成された行動型への移行過程
等を検討した｡具体的には1980年度出産10個体
中4個体を追跡調査し,生後5ケ月までの行動変
化を記録した｡その結果,未成熟個体の社会的成
長の大要を把握することができた｡ニホンザルの
アカンボウの行動発適においては,生後5-7日
目,窮5i四日および10-11週目に,社会行動の質
的変換時糊が存在すること｡これは身体生符およ
び運動機能の発達にともなう現象であることが示
された｡さらに研究の那1段桁として未成熟個体
をめぐる諸関係を具体的に･表現するために,祉会
的行動に関するエソグラムの作成を試みた｡そこ
ではアカンボウ同士の社会関係を苑本としながら,
対母親,対年長他個体に対する社会関係の展開の
文脈および各行動牙邦が分Hi･記載された｡
ニホンザル未成熟個体の社会関係はアカンボウ
同士の親和的関係と反攻的関係が社会的に未だ分
化していない状態から出発し,攻撃性の直接的ぶ
つかりあいを基礎として成立する｡一万,母親に対
しては全面依存から独立 ･離反の方向性を認める
ことができる｡このアカンボウの仲間関係と母子
関係を軸にして,親和的,反投的諸関係を基本と
しつつ,加えて対成熟個体に対する諸関係として,
依存関係を内包したり,逆に反溌的ではあっても
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抗争的とはなり得ない物理的.社会的力量の差を
投影したりしつつ,より完成された社会行動を身
につけ,他個休とより適切にコミュニケートでき
るように成長していくのであると考えられる｡
Twoイrontalbehaviorの発達に関する研究
渡辺邦夫(京大･霊長研)
詔長頬の多くの種において.一方で第三者に対
してある特徴的な非攻撃的な行動をとりながら,
別の個体を攻撃するという行動がみられる.この
ような行動が two･frontalbehaviorとよばれ,
彼等が攻喋的な場面において第三者の支援をひき
だす.あるいは予期しつつ行動していることを示
すものであると考えられている｡どのような行動
がこの two･frontalbehaviorの範爪訓こ入るもの
~として考えられるのか,またそれがどのように個
休の行動のレパートリー として発達していくのか
ということを明らかにする目的で調査を行った｡
対象は京都府嵐山の群れ(嵐山B群 )であり,
適宜1972-74年に福井県高浜町青海の群れで得ら
れたf2料を参照しつつ分析を行った｡
D.'J矧 よ今もって不充分であるが,概略以下のよ
うなことを示す結果が得られた｡Two･frontal
behaviorはその行動をとる個体が,半ば攻撃的
であり,また半ば防御的である場合に表われるも
のであり,その時の社会的な場の違いによって,
より攻撃的なもの(Pointing,Bark･scream等)
かより防御的なもの(Scream,前者と同じBar-
k･scrcam等)があらわれる｡このようなtwo-
frontalbehaviorをとった個体は,より防御的な
場面において邦三者の支援を頻繁に受けている｡
また音海の群れにおいては,このような行動は生
後約10ケ月を経た頃から目立って多くなっている
が,それは前年の交尾期にアカンボウがはじめて
数多く攻撃の対象となった時,Screamを発する
ことによって,第三者の支援をうけたという経験
をもとに,社会的に学習したといえるのではない
かと思える｡より攻撃的な形でのTwo･frontal
behaviorはInfantのころはむしろ頻度が少く.
Juvenileの段階でより活発に行われているようで
あろ｡
野性ニホンザルにおける重度奇形個体の行動
先達的研究
小 山高正(阪大･人間科学)
中道正之(阪大･人間科学)
野生ニホンザルにおける先天的四肢奇形は全国
的に発生しているが,まだ行動学的観点からの観
察はなされていない｡本研究は奇形出生率が異常
に高く(約250/a),かつ今までの調査から血縁関
係に基づく集団成員間の基本的社会関係が明らか
にされた淡路島集団で,奇形個体の身体的社会的
発運過程を明らかにすることを目的として行われ
た｡
予佑観察において,合指,裂指等の軽度の奇形
個体と正常個体の行動の間には大きな差異が認め
られなかったので,前肢が肘関節から欠択し,足
首が歪曲した重度奇形個休(1978年,1979年生
れの雄各1頭)に焦点が定められた｡臥 対照個
体としては同年齢,同性の正常個体が同じ方法で
観察された｡
重度奇形個体の位置移動はその初期は肘と後肢
での四足歩行であったが,生後6ケ月頃から後肢
による二足歩行に移行し,四肢の障…引こ虫も適し
たパターンを控得するに至った｡しかし木や斜面
等への登撃能力や行動の敏捷性は正常個体に比べ
て本質的に劣っていた｡社会関係については,重
度奇形個体は母ザルとの接触時間が正常個体に比
べて長く,母ザルへの依存度が高い｡染田成員と
の関わりでは,正常個体は遊び行動などの活動性
の高い行動を介して未成体個体との関係を増して
いくが,奇形個体は四肢障害によりそのような行
動を制限されるために,餌場では比較的動きの少
い成体に関わりを指向するのが認められた｡
以上のJ:うに,遊動能力が制限されるため同年
齢正常個体と同様の社会関係を発展させることが
難しい重度奇形個体は,正常個体とは災なる個体
関係を持ち,結果的に巣団円で特異な社会的位田
を控得していると思われる｡
本研究は当該重度奇形個休が成長し,成体に適
する過程まで継続して.特に,染田成員との社会
的関わりの変容を明らかにしていく必要があると
考えられる｡
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